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代表取締役社長　山本 大寛
やまもと　ひろのり

株主の皆様へ
「本業回帰による
  　収益基盤の確立」を進めます

決算概況

上期の連結決算は、売上高335億円（前年比+8.9億円）、営業利益は△5.3億円（前年

比+13.2億円）となりました。期初から進めてきたグループの中核である製造卸売事業

の収益基盤の確立を進めたことにより、売上高、利益ともに前年実績から大きく改善し

ました。

製造卸売グループでは、トップス、ボトム、服飾雑貨を組み合わせた売場提案型トー

タル販売が好調に推移したことで、専門店向け販売が拡大し、売上高は294億円（前年

比+17億円）となりました。利益面では採算性の低い部門の改廃や仕入・販売の管理強

化を進めたことで、在庫回転が30.1回転（前年比+10.6回転）と改善しました。あわせて

売上総利益率も17.5％（前年比+2.7ポイント）と改善しました。経費に関しては、外部出

荷の内制化や中国での物流加工の推進など物流費の削減を進めました。これらの結

果、製造卸売グループの営業利益は68百万円（前年比+11.0億円）と上期としては7期ぶ

りに黒字となりました。

SPAグループでは、（株）ヴェント・インターナショナルで収益改善の取り組みとして、

ブランドの絞り込みや本部の管理コスト削減を進めたことにより売上高が減少したも

のの営業損失は縮小しました。

連結通期見通しは売上高740億円、当期純利益は0億円を計画しております。上期は

在庫回転の向上により利益改善が進み、売上高、粗利益とも計画を上回りました。売上

比重の高い下期においても、さらなる収益向上に取り組んでまいります。

製造卸売グループでは、引き続き利益重視の仕組みの再構築を進めてまいります。

仕入・販売の管理強化による適正な在庫回転の維持をはじめ、上期において実行して

きた施策を着実に継続してまいります。また、今後の成長を見据えた取り組みとして

は、販路開拓として百貨店・専門店向けの企画提案を強化してまいります。

SPAグループでは、（株）ヴェント・インターナショナルにおいて基幹事業であるリズリ

サ事業を譲渡し、当期末での解散を決定いたしました。

これにより、今後はグループ経営の効率化及び体制の再構築のもとクロスプラスグ

ループの業績回復を加速させてまいります。
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売 上 高 42億円
営業利益 △6.3億円

売 上 高 335億円
営業利益 △5.3億円

連　　結

売 上 高 294億円
営業利益 0.6億円

製造卸売
グループ

連結　2016年1月期通期計画

製造卸売グループ

SPAグループ

740億円売 上 高

△2億円経 常 利 益

△3億円営 業 利 益

0億円当期純利益

２
０
１
６
年
１
月
期
の
施
策

●利益重視の仕組みの再構築を継続
●大手専門店チェーン拡大
●販路開拓

●（株）ヴェント・インターナショナルの事業譲渡と解散
●リテール事業での新規ブランドによる卸売強化

株主の皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。
日頃より、当社をご支援いただきまして、誠にありがとうございます。ここに第63期
第2四半期（2015年2月1日～2015年7月31日）の報告書をお届けいたします。
現在のアパレル業界は、国内景気が緩やかな回復基調で推移するものの、消費者
の節約意識が依然根強いことから、不透明な状況が続いております。このような状況
の中、当社グループは本業回帰による収益基盤の確立を進めてまいりました。利益重
視の仕組みの再構築として、特に仕入・販売管理の強化に努めた結果、ファッション
の鮮度を維持する上で最も重要である在庫回転率が大きく改善しました。これによ
り、上期においては営業損失ではありますが、売上高、利益とも計画を上回ることが出
来ました。
また、子会社の（株）ヴェント・インターナショナルにおいては基幹事業であるリズリ
サ事業の譲渡と当期末での解散を決定いたしました。今後は製造卸売事業に経営資
源を集中させることで業績回復を加速させてまいります。既に立ち上げているメンズ
衣料や雑貨アイテムなど婦人衣料以外の分野での強化に加え、百貨店・専門店に対し
て新規販路の開拓に取り組んでまいります。これらの施策を次のビジネスチャンスへ
と繋げることで今後の成長を目指していくとともに、“夢と喜びあふれるファッション”
を提供するアパレルメーカーとして企業価値の向上に努めてまいります。
株主の皆様におかれましては、引き続き一層のご支援を賜りますようお願い申し上
げます。
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クロスプラス（株）は基幹の製造卸売事業での
今後の成長を目指し、新規販路へのアプローチ
を強化してまいります。7月に原宿クエストホー
ルにて開催した百貨店・専門店向けの総合展
示会は好評を博し、今後も定期的に実施してい
く予定です。製造卸売事業の強みである企画
力を活かしながら販路を拡大してまいります。

株式会社ヴェント・インターナショナルは、ヤング向け人気ブランド「LIZ LISA」の衣料品・雑貨について企

画・製造し、直営店を中心に販売（以下「リズリサ事業」）等を行っております。これまで、ブランドの集約

を進め、不採算店舗の退店やMD改革による仕入の見直し、経費削減等の施策を行ってまいりました。

一方、当社は、グループの中核である製造卸売事業の本業回帰による収益基盤の確立を進めてまいりま

した。このような状況の中でグループ経営の効率化及び体制の再構築のために、株式会社ヴェント・イン

ターナショナルのリズリサ事業を株式会社LIZ LISA及び株式会社リズリサホールディングスに譲渡し、（譲

渡価額308百万円）その後、株式会社ヴェント・インターナショナルを解散することにいたしました。

注：当社と（株）LIZ LISA及び（株）リズリサホールディングスとの間には資本関係、人的関係等の取引関係はありません。

百貨店や専門店分野を強化 （株）ヴェント・インターナショナルの事業譲渡と解散

クロスプラスはサンリオのキャラクターブランド
「ハローキティ」のライセンス契約を開始します。

新規販路へのアプローチ
TOPICS

1 グループ事業の再編
TOPICS

3

ライセンスブランドによる販売強化
TOPICS

2

売上高

経常利益

当期純利益

1,887

△ 493

△ 627

2015年
7月期（上期）

5,096

△ 1,451

△ 1,684

2015年
1月期（通期）

直近の経営成績 単位：百万円 今後の日程

2015年 9 月15日 事業譲渡契約

2015年10月16日 事業譲渡効力発生日

2016年 1 月31日  （株）ヴェント・インター
 ナショナル解散
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売上高

クロスプラス（株）卸売

スタイリンク（株）

上海服飾整理有限公司

製造卸売グループ計

クロスプラス（株）リテール事業

（株）ヴェント・インターナショナル

SPAグループ計

連結調整

連　　結

実績

26,224

1,261

208

27,694

2,479

2,562

5,041

△ 45

32,690

27,873

1,308

258

29,440

2,351

1,887

4,239

△ 92

33,586

52

12

3

68

△ 137

△ 494

△ 631

27

△ 535

前年

106%

104%

124%

106%

95%

74%

84%

－

103%

前年比

営業利益
実績

△ 1,003

△ 23

△ 7

△ 1,033

△ 127

△ 713

△ 841

12

△ 1,862

前年

＋ 1,055

＋ 35

＋ 10

＋ 1,101

△ 10

＋ 219

＋ 210

＋ 15

＋ 1,327

前年差額

製造卸売グループは利益重視の仕組みの再構築
による収益改善が進み、在庫回転率の向上と売
上総利益率の改善により7期ぶりの黒字となりま
した。引き続き、収益基盤の確立を進めてまいり
ます。

単位：百万円

単位：億円売上高

製造卸売グループ

第2四半期（中間） 　　通期

第61期
2014年
1月期

第62期
2015年
1月期

第63期
2016年
1月期

276

674

302

650
（通期予想）

294
（中間実績）

625

単位：億円営業利益

第61期
2014年
1月期

第62期
2015年
1月期

第63期
2016年
1月期

△10.3
△22.4

△23.5

5.5
（通期予想）

0.6
（中間実績）

△10.0

単位：億円売上高

第2四半期（中間） 　　通期

第61期
2014年
1月期

第62期
2015年
1月期

第63期
2016年
1月期

50

113

53

91
（通期予想）

42
（中間実績）

109

単位：億円営業利益

第61期
2014年
1月期

第62期
2015年
1月期

第63期
2016年
1月期

△16.3

△7.8

△14.4 △8.5
（通期予想）

△6.3
（中間実績）△8.4

87.4%
（株）ヴェント・インターナショナルは事業構造の

見直しを進めました。退店による店舗経費の削減
とともに本部の固定費削減を進めたことにより、
営業損失は前年から縮小しました。

SPAグループ

5.6%

7.0%

売上高構成比
売上高構成比

ヤング

ミセス

 【連結】2016年1月期第2四半期（累計）
グループ会社別実績

連結財務諸表事業グループ別の状況

科　目 前期
（2015年1月31日）

当期
（2015年7月31日）

（資産の部）

流動資産 23,400 19,689

固定資産 10,072 10,023

資産合計 33,472 29,713

（負債の部）

流動負債 19,093 15,639

固定負債 3,908 3,736

負債合計 23,001 19,376

（純資産の部）

株主資本 8,328 8,193

その他の包括利益累計額合計 2,143 2,143

純資産合計 10,471 10,337

負債純資産合計 33,472 29,713

科　目
前期

（2014年2月1日～
　  2014年7月31日）

当期
（2015年2月1日～

　  2015年7月31日）

売上高 32,690 33,586

　売上総利益 
 （返品調整引当金繰入額計上後） 6,483 7,112

販売費及び一般管理費 8,345 7,647

　営業損失（△） △ 1,862 △ 535

営業外収益 117 100

営業外費用 57 36

　経常損失（△） △ 1,802 △ 471

特別利益 － 542

特別損失 68 145

　税金等調整前四半期純損失（△） △ 1,871 △ 74

　法人税等合計 △ 291 23

　少数株主損益調整前四半期純損失（△） △ 1,580 △ 98

　四半期純損失（△） △ 1,580 △ 98

科　目
前期

（2014年2月1日～
　  2014年7月31日）

当期
（2015年2月1日～

　  2015年7月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー △ 3,667 △ 1,187

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 76 908

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,034 1,456

現金及び現金同等物に係る換算差額 △ 15 8

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △ 1,724 1,185

現金及び現金同等物の期首残高 4,256 2,573

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,532 3,759

第2四半期連結貸借対照表� 単位：百万円 第2四半期連結損益計算書� 単位：百万円

第2四半期連結キャッシュ・フロー計算書� 単位：百万円
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役員の状況 （2015年7月31日現在）会社概要 （2015年7月31日現在）連 　 結 第2四半期（中間） 　　通期

株式の状況 （2015年7月31日現在）

婦人、女児向けアウターウェア全般を企画製造し、
量販店、専門店等への卸売及び百貨店等での小売
1951年8月
1953年4月
1,944百万円
代表取締役社長　山本 大寛
974名（連結）、671名（単体）
本社：名古屋市西区花の木3-9-13
東京支店：東京都中央区日本橋浜町3-3-2
物流センター：中部、CP流通
海外事務所：バンコク
スタイリンク（株）：東京都

（株）ヴェント・インターナショナル：東京都
VENT HONG KONG LIMITED：香港
客楽思普勒斯（上海）服飾整理有限公司：
検品センター（上海、青島、烟台、南通）

事 業 内 容

創 業
設 立
資 本 金
代 表 者
従 業 員 数
事 業 所

グ ル ープ 会 社

森　 文夫
山本 大寛
辻村 隆幸
北出 哲男　　曽我 孝行　　虫鹿 　宏
大爺 正博　　小林 英三
日比野 寛
中野 正道
松島 　博　　川合 　正
鈴木 英司　　檜皮 和彦
西垣 正孝　　上野 憲一　　西尾 祐己
加藤 満夫　　大口 浩和　　丸尾 裕之

代表取締役会長
代表取締役社長
取 締 役 副 会 長
常 務 取 締 役
社 外 取 締 役
常 勤 監 査 役
監 査 役
社 外 監 査 役
常 務 執 行 役 員
執 行 役 員

会社が発行する株式の総数 .......................................................... 31,600,000 株
期末発行済株式総数 .........................................................................  7,718,800 株
期末株主総数................................................................................................ 7,579 名
期末単元株主数 ........................................................................................... 7,235 名
大株主

株　主　名 株式数（株） 持株比率（％）

辻村　隆幸

クロスプラス社員持株会

田村駒株式会社

森　文夫

株式会社ヤギ

株式会社三菱東京UFJ銀行

有限会社シーピーモアー

辻村　幸子

株式会社みずほ銀行

CP共栄会
※当社は自己株式400,990株（持株比率5.19％）を保有しております。

7.69%
5.35%
3.08%
2.85%
2.83%
2.66%
2.47%
2.31%
2.16%
2.13%

593,650
412,960
238,400
220,630
218,600
206,000
191,250
178,850
167,300
164,700

個人その他 62.35%
（4,812,604株）

金融機関 11.71%
（903,500株）

その他国内法人 18.37%
（1,418,151株）

証券会社 1.00%
（77,254株）

自己名義 5.19%
（400,990株）

外国法人等 1.38%
（106,301株）

所有者別分布状況（株式数）

四国地方 2.84%
（215名）

九州・
沖縄地方 4.46%

（338名）

中国地方 4.63%
（351名）

北海道地方 1.40%
（106名）

近畿地方 20.72%
（1,570名）

東北地方 2.76%
（209名）

関東地方 38.53%
（2,920名）

中部地方 24.53%
（1,859名）

地域別分布状況（株主数）
国外 0.13%（10名）

自己名義 0.01%（1名）

単 　 体 第2四半期（中間） 　　通期

単位：億円売上高

第61期
2014年
1月期

第60期
2013年
1月期

第62期
2015年
1月期

第63期
2016年
1月期

354

792

353

740
（通期予想）

335
（中間実績）

784

326

734

単位：億円営業利益

第61期
2014年
1月期

第60期
2013年
1月期

第62期
2015年
1月期

第63期
2016年
1月期

△31.2

△6.1

△18.1

△3.0
（通期予想）

△5.3
（中間実績）

△36.7

△26.1

△18.6

単位：億円経常利益

第61期
2014年
1月期

第60期
2013年
1月期

第62期
2015年
1月期

第63期
2016年
1月期

△34.9

△4.3

△17.0

△2.0
（通期予想）

△4.7
（中間実績）

△30.3

△24.8

△18.0

単位：億円当期純利益

第61期
2014年
1月期

第60期
2013年
1月期

第62期
2015年
1月期

第63期
2016年
1月期

△28.1

△9.6

△13.1

0
（通期予想）

△0.9
（中間実績）

△21.6

△50.3

△15.8

306

652

282

670
（通期予想）

302
（中間実績）

685

287

648
△20.9

9.8

△10.6

4.0
（通期予想）

△0.8
（中間実績）

△22.4

△11.3

△11.0

△30.2

12.8

△9.5

△3.0
（通期予想）

△6.3
（中間実績）

△35.6

△18.3

△27.8

△27.5

△5.9
△14.1

3.0
（通期予想）

△1.2
（中間実績）△21.1

△50.3

△15.6

単位：億円売上高

第61期
2014年
1月期

第60期
2013年
1月期

第62期
2015年
1月期

第63期
2016年
1月期

単位：億円営業利益

第61期
2014年
1月期

第60期
2013年
1月期

第62期
2015年
1月期

第63期
2016年
1月期

単位：億円経常利益

第61期
2014年
1月期

第60期
2013年
1月期

第62期
2015年
1月期

第63期
2016年
1月期

単位：億円当期純利益

第61期
2014年
1月期

第60期
2013年
1月期

第62期
2015年
1月期

第63期
2016年
1月期

会社概要・株式の状況業績の推移
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HPのご紹介

http://www.junkoshimada.jp/

パリコレデザイナー島田順
子のブランド公式オンライ
ンショップ。
JUNKO SHIMADAをはじめ
最新のファッション情報ア
イテムが満載。

http://www.notes-store.jp/

NOTEs STOREJUNKO SHIMADA

CITRUS NOTES、NYDJな
どの公式通販サイト。大人
の女性のファッションを上
品に彩るアイテム多数。

http://www.at-atsurotayama.com/

A.T ATSUROTAYAMA 公式
オンラインショップが9月に
オープン！　ブランド専用
サイトとして、ファンに嬉
しい 最 新 の 情 報を 配 信。
新着商品やお買得商品も
公式オンラインショップで
すぐにチェックでき、より
お買物を楽しんでいただけ
る様になりました。

http://www.crossplus.jp/

CROSS PLUS オンラインショップ ATSURO TAYAMA

クロスプラスオンライン
ショップが9月にリニューア
ルオープンしました。
デザインを刷新・新たに便
利な機能が追 加され、ス
マートフォンでも見やすく
いつでも快適に買い物がし
やすくなりました！

決 算 期
定 時 株 主 総 会
基 準 日

単 元 株 式 数
上 場 証 券 取 引 所

公 告 の 方 法

株主名簿管理人及び
特 別 口 座 管 理 機 関
同 事 務 取 扱 場 所

毎年１月31日
毎年4月開催

・ 定時株主総会　１月31日
・ 期 末 配 当 金　１月31日
・ 中 間 配 当 金　 7月31日
100株
東京証券取引所市場第二部
名古屋証券取引所市場第二部
公告はホームページに掲載します。ただし、や
むを得ない事由によってホームページに掲載
することができない場合は、日本経済新聞に
掲載します。
電子公告掲載URL http://www.crossplus.co.jp/
東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社
〒460-8685 名古屋市中区栄三丁目15番33号
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部

郵 便 物 送 付 先

電 話 照 会 先

〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部
電話　0120-782-031（フリーダイヤル）
取次事務は三井住友信託銀行株式会社の本
店および全国各支店で行っております。

株主メモ

■ 住所変更、単元未満株式の買取等のお申出先について
株主様の口座のある証券会社にお申出ください。なお、証券会社等
に口座がないため特別口座が開設されました株主様は、特別口座の
口座管理機関である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

■ 未払配当金の支払について
株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

■ 配当金計算書について
配当金支払いの際送付しております「配当金計算書」は、租税特別措
置法の規定に基づく「支払通知書」を兼ねております。確定申告を行
う際は、その添付書類としてご使用いただくことができます。
＊確定申告をなされる株主様は、大切に保管ください。

毎年1月31日（決算期）現在の株主名簿に記載された100株
（1単元）以上を保有する株主様に対して、「クロスプラスグルー

プの選定商品」と「クロスプラスオンラインショップのクーポン券」のい
ずれかをお選びいただき、ご所有株式数に応じて次のとおり贈呈いたします。

ご所有株式数
当社グループ選定商品の場合 クーポン券の場合

3,000円

5,000円

100株以上 500株未満

500株以上 1,000株未満

1,000株以上 10,000円

3,000円相当

5,000円相当

10,000円相当

小売価格

小売価格

小売価格

選択制

　上記の他に、抽選で株主様に30万円相当の海外旅行（旅行券）を贈呈いたします。年1回定時株主総会の終了後
に、総会会場にて抽選会を実施し決定いたします。

①毎年1月31日現在の株主名簿に記載された100株以上を保有する株主様
②直近の期末株主名簿から100株以上を3年以上継続して保有
　（期末・中間株主名簿に同一の株主番号で連続7回以上記載）の株主様

抽選の
対象となる
株主様

①の株主様の中から10名様
②の株主様の中から2名様
　（ただし、①と重複当選の場合は無効といたします）

特別優待

当選数

リニューアルオープン
リニューアルオープン

NEWNEW
株主優待制度のご紹介

http://www.crossplus.jp/
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